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【演題】 
 

サクラソウとマルハナバチの保全生態学  
  

 保全生態学は、「生物多様性の保全と持続可能な利用」と
いう社会的な目標に、生態学および関連分野における分析・
評価アプローチと生物学に広く蓄積された知見をもって寄与
する応用科学である。絶滅危惧種の保全、外来生物の対策、
自然再生など、生物多様性の保全のための実践は、科学的な
知見をもとに多様な主体の参加によって進められる。講義で
は、サクラソウとマルハナバチをめぐる保全生態学の研究、
および保全活動における科学と社会の相互作用について、具
体的な事例を取り上げながら紹介する。サクラソウは、さと
やま（里地・里山）を代表する植物なので、さとやまの生物
多様性の成因・保全の課題についても触れる。 
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